
７．施工関係 
  １）拡管機（ナイスジョイント専用の拡管機です) 

ＮＥ４型(１３Ｓｕ～６０Ｓｕ) 

ＮＥ５型(１３Ｓｕ～６０Ｓｕ) 

ＮＥ３型(１３Ｓｕ～２５Ｓｕ) 
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警告：ナイスジョイント以外のメカニカル継手に使用すると不具合が発生しますので注意してください 

ＮＥ７型（７５Ｓｕ～１００Ｓｕ） ＮＥ５Ｗ型（１３Ｓｕ～６０Ｓｕ） 

２）ナイスレンチ（５０Ｓｕ・６０Ｓｕ専用)  
  袋ナット本締めの作業効率アップのため、専用締め付け工具 
   （ラチェットレンチ）を製作しました。(長さは６００Ｌ) 

※Ｆ式フランジ施工時は別途Ｆ式ヨークが必要です ※拡管工具が２サイズ取付可能です 

ＮＥ５００型(１３Ｓｕ～６０Ｓｕ) 

※カウンター付です 



２）パイプの切断 

×＝パイプカッターは使用しないでください 
   内径→小さくなりガイドロッドに入らない 

○＝ステンレス鋼鋼管用切断機１２２Ｊ－Ｓを使用 
   バンドソー、メタルソー、チップソー 

①切断 

②切断寸法（例）(詳しくは施工マニュアルを参照願います) 
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２０Ｓｕ芯間距離１，０００ｍｍの場合の切断寸法Ｘは 
Ｘ＝Ｌ（芯間距離）－（ℓ1（エルボ）＋ℓ1（チー）） 
Ｘ＝１，０００－（２４．５＋２４．５）＝９５１ 

呼び径（Ｓｕ） ℓ1 

１３ ２３ 

２０ ２４．５ 

ステンレス鋼鋼管用切断機１２２Ｊ－Ｓ 
※外バリの出ないシステムです（内バリ用内面リーマ付) 



３）パイプの返り取り 
○＝丸・半丸ヤスリ、 リーマを使用 

軍手にバリが引っかからない程度に取る 

×＝返り取りが不十分な場合 
   外バリ→ゴムパッキンにキズがつき漏れる 
   内バリ→拡管ゴムにキズ 
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４）アタッチメントのセット 

手締めだけでは駄目!! 
確実に締め付けてください 

○＝工具箱内のスパナ、ドライバーを使用 

×＝手締め→拡管不良となる 
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５）パイプの挿入 

×＝差込不足→配管の曲がり、漏れとなる 
   ナットの手締め不足→拡管不良→漏れ 

○＝パイプを奥まで（当たるまで）差し込む 
   袋ナットは“手締め”で奥までねじ込む 
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６）拡管作業 

上記型式  ：×＝途中で離すと拡管不足→漏れの原因 

ＮＥ５型  ：〇＝ブザー及びランプが点灯したら指を離す 
         電動機容量＝４００Ｗ、電源＝ＡＣ１００Ｖ 
           ※３２０Ｗの場合がありますので銘板で御確認下さい。 

ＮＥ４型  ：○＝油圧音が変わってから２〜３秒保持 
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ＮＥ３型  ：○＝「カチカチカチン」と音がしたら指を離し、戻りスイッチを押す 

ＮＥ５００型：○＝指を離す（自動で昇圧、拡管完了後ガイドロッドが復帰） 

作動スイッチを押す 

ＮＥ５Ｗ型 ：○＝ブザー及びランプが点灯したら指を離す 



７）拡管部の測定 
○＝止まり側で拡管部の山が止まれば合格 
   ①確認はアタッチメント交換時実施してください 
   ②５０回に一回程度実施する。拡管ゴムは消耗品です 
   ③拡管確認はパイプのビード部以外で確認してください 

×＝止まり側で通過すれば不合格→漏れの原因 
   拡管ゴムを交換する 
   工具の締め付けを再確認する 
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８）継手本体と管の接続 

①パイプを継手本体に差し込んで袋ナットを手締めする。手締めで一杯に  
  締め付けてください。 
   袋ナットが軽く入らない場合は、配管に無理な力が加わっているので軸芯 
  を合わせてください。 

※パイプ差し込み時にゴムパッキンを噛み込ませないようにパイプを挿  
  入して下さい。噛み込みは漏れの原因となります。 

②継手にはゴムパッキン脱落防止加工をしていますのでゴムパッキンは落
ちません。ゴムパッキンの交換時には方向に注意し、ゴムパッキンを継手
本体側に装着してください。 
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③本締めは必ず袋ナットを廻してください。 
継手本体を廻すとゴムパッキンが損傷し漏れの原因となります。 
※袋ナットは継手端面と袋ナットのつばが密着しそれ以上締まらなくなるま
で(締めすぎは有りません)締め付けてください。この時皿ワッシャの青色
は見えなくなります。袋ナット本締め時は、皿ワッシャと継手本体の隙間
は０．１ｍｍ以内です。 

※継手、バルブの角度を変更する場合は本締めの後行ってください。ゴム
パッキンは切れません。 

  手締めまたは不十分な締め付けで、パイプを回転させると、ゴムパッキン
がねじれ漏れの原因となります。 

 
④使用するパイプレンチの目安 
  １３・２０Ｓｕ         ２５０ｍｍ以上 
  ２５・３０・４０Ｓｕ   ４５０ｍｍ以上 
  ５０・６０Ｓｕ         ６００ｍｍ以上 
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９）袋ナットの締め込み(袋ナット締め込み忘れ防止機構付) 

１．締め込み不足の場合、袋ナットと継手端面との間に隙間ができ、継手に温度が加 

  わった場合ゴムパッキンが膨張し袋ナットと継手端面との間の隙間にパッキンボッ  

  クスからゴムパッキンが逃げ出し、漏れの原因になります。 

２．継手、バルブの角度を調整する場合は、本締め後行ってください。手締めまたは 

  不十分な締め付けでパイプを回転させるとゴムパッキンがねじれ、耐圧試験では  

  発見できない漏れの原因になります。 

×＝締め込み不足→漏れる 

○＝皿ワッシャが立つまで締め込む→ブルーの色が見えなくなる 
   （袋ナットを本締めすると斜めの皿ワッシャが立ちます） 
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３０４：青色 
３１６：赤色 ステンレス色 

皿ワッシャの拡大図 



１０）増締め確認（本締め）の例 
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写真１ 確認済シール 

写真３ マーキング 写真４ 増締め確認票 

※確認済シールが必要な場合は御連絡ください 

写真２ 確認済シール 
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拡管式管継手（ナイスジョイント） 呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ 

ＳＡＳ３２２２１ 

拡管機 ＮＥ７型 継手写真 

フランジ 
（ＮＪＬＮＦ） 

ソケット用フランジ
（ＮＪＬＳＦ） 

回り止め（無） 回り止め（有） 

回り止め（有） 
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．１／５ 
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．２／５ 



※壁貫通にご使用下さい 
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最小穴径ｍｍ 
７５Ｓｕ   １０３ 
８０Ｓｕ   １１６ 
１００Ｓｕ  １４７ 

拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．３／５「貫通フランジ」 
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．４／５「Ｆ式フランジ」 
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Ｆ式フランジ組み立て図 

※ウエハー式のバタ弁   
    も取り付けできます 

拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５Ｓｕ～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．５／５「Ｆ式フランジ」 
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